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１．委員の指摘及び提言概要 

定量的評価を踏まえた行動変容の研究になっている。また、政府の排出削減目標の前倒しに対応

したシナリオに基づいて研究を進めていることを評価する。現時点でも報告書等を通して行政への

貢献があるが、サブテーマ相互の関連性を明確にして、“どのような社会変化や消費行動の変化が必

要か”を示して頂きたい。例えば、埼玉県における具体的な消費行動やICTシナリオを地域分析に

生かした上で、それらの例を踏まえてサブテーマ２が実施されているのか、その結果がどうサブテ

ーマ１にフィードバックされるのか等である。2050年に向けてはブレークスルーのあるシナリオ形

成が非常に重要であるが、それに対するイメージを提示して頂きたい。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


